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生大で

I
タ
l
ン
者
ら
に
聞
き
取
り
酬

Tデ

田
辺
市
龍
神
村
を
こ
の
ほ
ど
、

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
地
域
再
生

学
斜
4
年
生
の
山
田
締
麗
亜
さ
ん

(
辺
)
が
訪
ね
、
ー
タ
1
ン
者
ら

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。
移

住
に
つ
い
て
調
べ
て
卒
業
論
文
を

書
く
と
い
う
。

山
田
さ
ん
は
上
富
田
町
出
身
。

田
辺
高
校
を
卒
業
し
て
和
大
に
進

学
し
た
。観
光
学
部
で
学
ぶ
中
で
、

龍
神
村
に
は
以
前
か
ら
職
人
や
芸

術
家
が
移
り
住
ん
で
お
り
、
最
近

も
そ
の
傾
向
が
続
い
て
，い
て
起
業

す
る
人
も
い
て
興
味
を
持
っ
た
と

~己

主主之之3ご-手，.... ~ど~三:己主Cとx
r 

l 金丸知弘さん(右〉から話を聞く和歌山大学の山田精麗E

l さん=田辺市龍神村小家で、

い
う
。
今
回
は
、
職
人
や
芸
術
家

を
地
域
に
招
く
移
住
施
策
の
可
能

性
と
題
し
た
卒
業
論
文
を
ま
と
め

る
た
め
に
取
材
に
訪
れ
た
b

以
前
、
龍
神
村
に
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
l
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
藍

染
め
や
豆
腐
作
り
を
体
験
し
た
。

今
回
、
移
住
者
が
龍
神
村
に
来
る

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
決
意
を
し
た
の
か
、
行

政
は
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
る
の
か
な
ど
を
調
べ
て
ま
と

め
る
予
定
と
い
う
。

龍
神
村
小
家
に
あ
る
食
品
加
工

販
売
と
カ
フ
ェ
の
庖
「
C
O
N
S

E
R
V
A
(
コ
ン
セ
ル
ヴ
ア
)
」

を
訪
問
し
た
山
田
さ
ん
は
、
ー
タ

ー
ン
し
て
庖
を
経
営
す
る
金
丸
知

弘
さ
ん
(
却
)
か
ら
、
移
住
に
至

っ
た
い
き
さ
つ
や
住
民
と
の
交
流

な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て
メ
モ
を
取

っ
た
。
山
田
さ
ん
は
行
政
の
担
当
者
と

も
会
っ
て
話
を
聞
き
、
あ
と
1
、

2
回
は
龍
神
村
を
訪
れ
る
予
定
と

い
う
ι

一
み
な
べ
町
立
図
書
館
ゆ
め
よ
み
館
で
始
ま
っ
た
南
部
高
校
美
術
部
作
品
展

(6
目
、
み
な
ベ
町
芝
で
)

苅
当
事
台
号
、
色
E
M
V
P
ド
2

日三

E43E創
旬
、
ヲ
祈
立
日
れ
E

日
長

F

み
な
ぺ
南
高
生
徒
の
8
点

み
な
ベ
町
芝
、
町
立
図
書
館
ゆ
一
ど
計
8
点
を
展
示
し
て
い
る
。
出

め
よ
み
館
は
6
日
か
ら
、
同
館
1
一
品
し
て
い
る
の
は
3
年
生
の
塩
路

階
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
南
部
高
校
美
一
沙
菜
さ
ん
、
調
子
ち
え
さ
ん
、
小

術
部
作
品
展
を
開
い
て
い
る
。
日
一
山
如
月
さ
ん
、
後
呂
菜
摘
さ
ん
。

日
ま
で
。
開
館
は
午
前
日
時
i
午
一
図
書
館
の
上
村
浩
平
館
長
は

後
6
時
半
。
月
曜
休
釦
o
h

-

一
「
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
落
ち

初
め
て
の
企
画
a

御
坊
市
美
術

一着
い
た
空
間
が
で
き
、
、関
係
者
に

展
知
事
賞
や
田
辺
市
美
術
展
知
事
一
感
謝
し
て
い
る
。
皆
さ
お
に
高
校

賞
、
高
校
生
国
際
美
術
展
奨
励
賞
-
牛
一
の
力
作
を
見
て
い
た
だ
け
れ

を
受
賞
し
た
絵
画
や
立
体
作
品
な

一ば
」
と
話
し
て
い
る
。

通
学
合
宿
で

買
い
物
や
料
理

岩
代
小
5
、6
年牛

岩
代
小
学
校
の
5
、
6
年
牛

こ
の
ほ
ど
、
東
岩
代
集
落
セ
ン

l
で
2
泊
3
日
の
通
学
合
宿
葬

た
岩
代
地
区
で
は
2
年
に
1
同

施
し
て
お
り
、
今
年
は
5
年
牛

人、

6
年
生
.U
人
が
参
加
し
?

開
校
式
の
あ
い
さ
つ
で
、
+
八

剛
実
行
委
員
長
(
必
)
が
「
隼

生
活
で
協
調
性
を
持
っ
て
行
動

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
拙

の
人
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
社

性
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し

実
行
委
員
も
「
自
分
の
こ
ど
は

分
で
で
き
る
自
立
を
目
指
し
て

「
習
っ
た
料
理
を
家
で
も
ぜ
ひ

自
主
防
災
会
が
総
会

み
な
べ
昨

み
な
ベ
町
自
主
防
災
会
連
絡

議
会
は
5
日
、
同
町
芝
の
町
役

で
総
会
を
開
き
、
日
月
5
日
に

施
し
た
南
部
・
岩
代
・
上
南
部

区
防
災
訓
練
の
結
果
を
報
告
す

な
ど
し
た
。

-

『2

訓
練
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
一

加
者
は
3
2
6
0人
、
参
加
選

出
%
で
前
回
の
お
%
か
ら
よ
が

た
。
参
加
率
が
高
か
っ
た
の
ば

徳
蔵
日
%
、
東
本
庄
町
%
お
月

っ
た
。
今
回
、
南
部
小
学
校
k


